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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

2019年7月～ 2020年7月～ 2021年7月～ 2022年7月～

2020年6月 2021年6月 2022年6月 2023年6月

49期 50期 51期 52期
百万円 1,700 2,862 2,049 1,725

人 40 40 40 38
㎡ 432 432 432 432
㎡ 510 510 510 510
㎡ 1,520 2,907 2,907 2,907
㎡ 658 878 878 878

資材倉庫　　敷地面積
　　　　　　延床面積

（8）その他　　：　　ISO9001認証登録　　MSA-QS-1604

　　　　　　延床面積

　　　　　　　　　　　　　  ※対象範囲：全組織・全活動

（7）事業の規模　　決算期6月

活動規模 単位

売上高
従業員

　本社　　　敷地面積

　　　　　　　　　　 一級建築士事務所　茨城県知事登録　　（第A0119号）

　　　　　　　　　　  環境管理事務局…建築部建築課長　　眞田　純明

（5）連絡先　　：　　TEL　029-226-1166
　　　　　　　　　　  FAX　029-231-8013
　　　　　　　　　　  URL　http://www.kaname-k.com

（6）事業の概要：　　総合建設業
　　　　　 　　　　　 　建設業許可　茨城県知事許可　（特-03）　第93号
　　　　　　　　　　　 『土木、建築、とび・土工、電気、舗装、防水、内装仕上、水道施設、解体工事業』

（4）環境管理責任者　環境管理責任者…専務取締役　　富田　正美

1．組織の概要と対象範囲

（1）事業所名　：　　株式会社　要建設

（2）代表者　　：　　代表取締役社長　　髙野　賢

（3）所在地　　：　　本社　　　 〒310-0804　　　茨城県水戸市白梅1丁目2番36号
　　　　　　　　　　  資材倉庫　 〒310-0841　　　茨城県水戸市酒門町字浜井場2023番



実施体制 (総数　40人）

事務局長
局員
局員

役割分担

環境委員会
①環境経営システムの報告、審議、決定などの会議体
②環境目標、環境活動計画の策定

部門長

①自部門における環境経営システムの実施担当者
②自部門における環境方針の周知
③自部門の従業員に対する教育訓練の実施、記録の作成
④自部門の環境活動計画の実施及び達成状況の報告

従業員
①環境方針、環境目標の理解と環境への取組の重要性を自覚
　し、部門長からの指示のあった事項についての実践

環境管理事務局

①環境管理責任者の補佐、環境管理委員会の事務局
②環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック
　の実施
③環境目標、環境活動計画書原案の作成
④環境活動の実績集計
⑤環境関連法規等の遵守評価の実施
⑥環境活動レポートの作成、公開

⑤代表者による全体の評価と見直しの実施
⑥環境活動レポートの承認

環境管理責任者

①環境経営システムの構築、運用、管理の責任者
②環境目標、環境活動計画書の承認
③環境活動の取組結果を代表へ報告
④環境活動レポートの確認

代表者

①環境方針を定める
②環境管理責任者の任命
③環境経営システム運用のための資源、資金の確保
④環境目標、環境活動計画書の承認

各従業員 各従業員 各従業員

組織の構成員 役割・責任・権限

総務部

本社・事業所 作業所
総務部・営業部 建築部 土木部

建築部

　　環境経営組織図

代表者

環境管理責任者

環境管理事務局
総務部長



　　　　　①ペーパーレス化
　　　　　②DX　等

            　　　                            改定日：Ｒ4/6/30　　　　　第14版

文書：1-1環境方針　　制定日：H21/11/26　
            　　　                            改定日：H24/6/3　　　　　第5版

　　　 を通して環境負荷の低減、持続可能な循環型社会の構築に貢献します。次の環境方針に基づ

　　 ※当社は化学物質は使用しておりません。

　　　 きマネジメント活動を推進して地域の環境保全に貢献する企業を目指します。

（2）環境方針

　　  a）当社の業務運営に関わる環境影響を常に認識し、環境汚染の予防を推進するとともに環境
　　　　 マネジメント活動の継続的改善を図ります。

2．環境方針

（1）環境に対する理念

　　　 株式会社要建設は、地域環境の保全とその継承の重要性を認識し、建設業としての事業活動

　　  ｄ）当社の事業活動に関わる環境影響のうち、以下の項目を環境経営重点テーマとして、取り
　　　　 組みます。

　　  ｃ）経営における課題とチャンスに取り組みます。

　　　　　①二酸化炭素排出量の削減

　　  b）当社に関する環境関連法規などの要求事項を遵守します。

　　　　　②一般廃棄物排出量の削減
　　　　　③環境製品の提案と提出
　　　　　④資源の節約と排出量の削減
　　　　　⑤環境美化活動
　　　　　⑥産業廃棄物のリサイクル率の増加

　　  d）すべての社員が環境負荷低減活動を積極的に実現できるように、環境方針を全従業員に周
　　　　 知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 株式会社　要建設
                                                    代表取締役　　　　　　　　

　　 上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し、環境活動に推進します。



（1）活動期間（2022年7月1日～2023年6月30日）の目標とその実績
　　　    ※電力・都市ガス・ガソリン・経由・上水道・CO2・一般/産業廃棄物の目標値設定は、2021年7月から

　　　    　2022年6月累計に対して現状維持（±0）とした。

　　　    ※当社は化学物質は使用しておりません。

             ※電力のCO2排出量係数：0.451ｋｇ-CO2/kWh(東電エナジー2021年度）

及び0.482ｋｇ-CO2/kWh(Looop2021年度）

実績値ベース 原単位(売上高)ﾍﾞｰｽ

kWh 40,710.0 40,710.0 35,994.0 113.1% 95.2%
N㎥ 24.0 24.0 29.0 82.8% 69.7%
ℓ 4,290.3 4,290.3 5,121.6 83.8% 70.5%
ℓ 2,066.6 2,066.6 414.2 499.0% 420.1%
㎥ 367.0 367.0 191.8 191.3% 161.1%

kg-CO2 34,586.5 34,586.5 29,980.3 115.4% 97.1%
kg 2,377.1 2,377.1 2,372.3 100.2% 84.4%
円 463,614.0 463,614.0 463,848.3 100.1% 84.2%
件 5.0 5.0 4.0 80.0% 67.3%
日 260 260 260

実績値ベース 原単位(売上高)ﾍﾞｰｽ

kWh 21,750.0 21,750.0 26,357.6 82.5% 69.5%
ℓ 37,459.8 37,459.8 29,389.1 127.5% 107.3%

㎥ 179.3 179.3 179.3 100.0% 84.2%

kg-CO2 97,119.5 97,119.5 80,069.9 121.3% 102.1%
kg 656,490.0 656,490.0 886,455.0 74.1% 62.3%

             ※電力のCO2排出量係数：0.451ｋｇ-CO2/kWh(東電エナジー2021年度）

及び0.482ｋｇ-CO2/kWh(Looop2021年度）

　　■本社
2021年度

実績値
（基準値）

kWh 40,710.0 40,710.0 40,710.0 40,302.9

N㎥ 24.0 24.0 24.0 23.8
ℓ 4,290.3 4,290.3 4,290.3 4,247.4
ℓ 2,066.6 2,066.6 2,066.6 2,045.9
㎥ 367.0 367.0 367.0 363.3

kg-CO2 34,586.5 34,586.5 34,586.5 34,240.7
kg 2,377.1 2,377.1 2,377.1 2,353.3
円 463,614.0 463,614.0 463,614.0 463,614.0
件 5.0 5.0 5.0 5.0
日 260 260 260 260

　　■現場
2021年度

実績値
（基準値）

kWh 21,750.0 21,750.0 21,750.0 21,532.5

ℓ 37,459.8 37,459.8 37,459.8 37,085.2

㎥ 179.3 179.3 179.3 177.5
kg-CO2 97,119.5 97,119.5 97,119.52 96,148.3

kg 656,490.0 656,490.0 656,490.0 649,925.1

上水道
CO2

産業廃棄物

2022年度
目標値
±0％

2023年度
目標値
±0

2024年度
目標値
1％(減)

電力
ガソリン

一般廃棄物
グリーン購入

環境製品提案と提供
環境美化活動

環境目標項目 単位

CO2

　　　    ※基準値設定は2021年7月から2022年6月の実績値。

　　　    ※当社は化学物質は使用しておりません。

環境目標項目 単位
2022年度

目標値
±0％

2023年度
目標値
±0

2024年度
目標値
1％(減)

電力

都市ガス
ガソリン

軽油
上水道

（2）2022年度から2024年度の目標

環境目標項目 単位 基準値 目標 実績
達成率(％)

電力
ガソリン

上水道

CO2
産業廃棄物

　　■現場

電力
都市ガス
ガソリン

軽油
上水道
CO2

一般廃棄物
グリーン購入

環境製品提案と提供

環境美化活動 100.0%

3．環境目標とその実績

　　■本社

環境目標項目 単位 基準値 目標 実績
達成率(％)



達成状況
[実績値]

達成状況［売上高ベース］

本社 現場 本社 現場

ほぼ達成できた。 完全に達成できた。

日によってまちまちだった。 ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 日によってまちまちだった。

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

完全に達成できた。 ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 達成できなかった。

達成できなかった。 達成できなかった。

完全に達成できた。

完全に達成できた。

完全に達成できた。 該当

完全に達成できた。 なし

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。 ガソリン

完全に達成できた。 完全に達成できた。 ×

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

完全に達成できた。 完全に達成できた。 軽油

達成できなかった。 達成できなかった。 〇

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 ほぼ達成できた。

達成できなかった。 達成できなかった。

完全に達成できた。

ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 該当

ほぼ達成できた。 なし

ほぼ達成できた。

達成できなかった。

ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 該当

ほぼ達成できた。 なし

達成できなかった。

ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 該当

ほぼ達成できた。 なし

ほぼ達成できた。

ほぼ達成できた。 該当
ほぼ達成できた。 なし
完全に達成できた。

完全に達成できた。 該当

完全に達成できた。 なし

結果＊1：達成率：　100％以上　○　、99～95％　△　、95％未満　×

環境美化活動

①周知する

該当なし 〇②近隣美化運動

③社内美化運動

産業廃棄物

①周知する

該当なし ×
②マニフェストの管理徹底

③分別する

④産業廃棄物量

環境製品実績

①周知する

該当なし ×②お客様に提案する

③採用していただき取り付ける

グリーン購入

①周知する

該当なし 〇②文房具の購入

③日用雑貨の購入

一般廃棄物

①周知する

該当なし 〇

②ゴミの分別、リサイクルの推進

③カラーコピーの必要最小限化

④両面コピーの推進

⑤使用済みコピーの裏面使用

⑥ペーパーレス化の推進・周知

③水の出しっぱなし禁止

④節水の表示（ステッカー）

上水道

①周知する

〇 ×

②清掃時の節水

⑤上水道使用量

④都市ガス使用量

ガソリン・軽油

①周知する

〇

②運転記録を残す（走行距離等）

③エコドライブの推進

④車両の点検、整備

⑤ガソリン使用量・軽油量

都市ガス

①周知する

該当なし ×
②コンロに節約表示（ステッカー）

③給湯器に節約表示（ステッカー）

⑦LED照明の導入

⑧電力使用量

⑤節電の表示（ステッカー）

⑥ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑｽﾞﾋﾞｽﾞの推進

②不要な電灯は消す

③エアコンの温度管理

4．環境活動計画の内容と達成状況

項　目

環　境　活　動　計　画

内　容
活動状況

電力

①周知する

〇 ×
④退社時ＰＣ、プリンタの電源ＯＦＦ



　　　本社においては、屋上に太陽光設備を設置したことにより大幅な削減に結びついた。

        近隣周辺の清掃を行っている。

（9）グリーン購入・環境美化活動
　　・グリーン購入は、達成率は、100.1％となった。
　　　次年度もグリーン購入法対象商品の購入に努める。

　　・環境美化活動に関しては、「まちのお世話」活動として、毎月1回全社員で会社や事務

    　次年度も全社員、環境美化活動に努める。
 

　　　太陽光発電・LED等の製品を積極的に提案・提供する。

　　　カラーコピー必要最小限化ステッカーを貼り、減量を促す。
　　・ペーパーレス化、DX化の推進を進める。

（7）産業廃棄物
　　・達成率は、現場62.3％となった。大きな解体工事の受注があったため
　　　産廃の排出量が突出して多かった。
　　　今後も、再生合材、再生骨材、リサイクルインターロッキングの積極的な使用に努める 　

（8）環境製品
　　・達成率は、80.0％となった。 次年度も全従業員で

　　・達成率は、本社100.2％となった。 次年度もコピー機に、

（4）上水道
　　・達成率は、本社191.3％ 、現場84.2％となった。
　　　次年度も現状の取組を継続すると共に全社員への更なる周知徹底に努める。

（5）CO2排出量
　　・達成率は、本社115.4％ 、現場102.1％となった。
　　　次年度もＣＯ2軽減に向け周知徹底を行う。

（6）一般廃棄物

（2）都市ガス
　　・達成率は、本社82.8％となった。次年度は、目標に向け、現状の取組を継続しつつ、 
　　　更なる節ガスへ向け給湯器にステッカー等を貼り全社員への周知徹底に努める。

（3）ガソリン・軽油
　　・ガソリンの使用量の達成率は、本社83.8％ 、現場107.3％となった。
　　・軽油の使用量の達成率は、本社499.0％となった。
　　・次年度は全社員に安全運転及びエコドライブに関する教育・訓練を実施する。

5．環境活動の取組結果の評価と次年度の取組内容
[達成状況は本社は実績ベース、現場は原単位(売上高)ベースで評価]

（1）電力
　　・達成率は、本社113.1％ 、現場69.5％となった。

　　　次年度も、目標達成に向け全社員の節電への意識向上に努める。



【本社】

【現場】

【本社】
都市ガス・ガソリン・・・一人一人の意識が足りなかったため。
環境製品実績・・・LED提案が奏功したものの、目標値をわずかに下回ったため

産業廃棄物・・・大きな解体工事の受注があったため。

見直し／
　　指示

・目標達成項目は、維持すると共に更なる使用量削減を目指す。
・目標未達成項目は、下記の通り改善を行う。
①ガソリンに関しては、エコドライブに関する教育・訓練を実施する。
②電力に関しては、働き方改革にもつながるため早めの退社を促すなど、

　の積極的な使用に努める。

③環境製品実績として太陽光発電・LED等の製品を積極的に提案・提供する。

目標達成項目・・・・電力・軽油・上水道・一般廃棄物・グリーン購入
　　　　　　　　　　
目標未達成項目・・・都市ガス・ガソリン・環境製品実績

目標未達成項目・・・電力・上水道・産業廃棄物

【現場】

未達成項
目の原因

電力・上水道・・・・猛暑の影響及び節約、節水の意識が足りなかったため。

目標達成項目・・・・ガソリン

6．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

（1）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　当社に適用される下記の環境関連法規等について、遵守確認の結果違反はありませんでした。

　　　　①廃棄物処理法
　　　　②建設リサイクル法
　　　　③振動規制法
　　　　④建築基準法

（2）環境関連訴訟等の有無

　注意を徹底し使用量の削減を図る。

④産業廃棄物対策として、再生合材、再生骨材、リサイクルインターロッキン

　　環境関連訴訟等について過去3年間、発生しておりません。

7．代表者による全体評価と見直し結果

結果
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